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『夢萄塾感動』観約番家電　●
東日本大震災で被災されました皆様に、心からの御見舞いと一日も早い復興をこ祈念申し上げま

す。本町としても出来る限りのご支援をさせて頂きたいと思います。あわせてこの震災に学び、よ

り安全で安心して暮らせるまちづくりを進めて参る所存です。

この度、忠岡町の進むべき指針となる『忠岡町第5次総合計画』を策定致しました。この計画に

基づき、今後、本町の行財政基盤の強化を図ることはもとより、将来の未ちづくりに希望が持てる

方向を打ち出し、住民の皆様との協働による新しいまちづくりを目指して参りたいと考えておりま

す。住民皆様には、まちづくりに対しまして、更なるこ参加とご協力のほどお願い申し上げます。

忠岡町長　和　田　吉　衛



後見きれた皆様に心から御風発を申し上げます

忠岡町　設置分

設置場所　役場いきがい支援課（シビックセンター本能1階）
℡0725－22－1122

※一括して日本赤十字社を経由し被災地へ送付します。

（杜）忠岡町社会福祉協議会　設置分

設置場所　忠岡町総合福祉センター（忠岡中2－16－25）
℡0725－31－1666

※一括して中央共同募金会を経由し被災地へ送付します。

日に一度は家族鮪奨芸議を！

【避　難　所】 

駅西地区　忠岡小学校／総合福祉センター 

駅東地区　シビックセンター／忠岡中学校／東忠 

岡小学校／高月コミュニティセンター 

★高月北地区については、牛滝川などが増水して橋を渡る 

ことが危険な場合、和泉市の『郷荘中学校』・r和気小学 

校」も利用できます。（和泉市が開設した場合） 

★家具等の転倒防止を図るとともに

避難持出袋を用意しましょう。

★災害用備品は？常用の薬は？通

帳なとは？…それぞれ誰が持ち出

すのか、また置いてある場所は家

族全員で知っておきましょう。

★高齢者、幼児、降がいのある方の避難方法も検討しまし

ょう。災害があった場合の連絡方法、家族の集合場所を

決めておきましょう。

★連絡方法や集合場所は、平日の学校のある時、子ともが

塾に行っている時、日曜日の時など、それぞれご家族の

生活状況に応じて決めておきましょう。

町消防本部の東北地方太平洋沖地震に伴う緊急援助隊が帰町、
23日に町長に活動報告しました。隊員は第1次（11日出発）、2次

（13日出発）の計8名で、釜石市と大槌町で消火活動や人命検索に

従事し20日までに全昌が無事任務を遂行し帰町しました。

参加した隊員は『想像を絶する光景に思わす声を失いました0
全隊員、ただ一人でも多くの方を救うた軌こ全力で取り組ませて
いただきました。』と報告しました。

今後、町では府の被災地への人的派遣事業に対して、町職員を

送る予定です。
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◆応募期間　平成23年4月1日～5月20日
＜郵送は当日消印有効＞

◆応募方法
①電子メール　tadaoka＿boshuu＠etudeocnne」P

②郵送　〒595－0805　忠岡町忠岡乗1－34－1

忠岡町イメージキャラクター募集担当宛

③直接持参　イメージキャラクター募集担当

（役場5階）

※募集要項は、町ホームページまたは役場1階受付

カウンターにあり末す。

※ご応募の際は、その他留意事項がありますので、

必ず「忠岡町イメージキャラクター募集要項」を

ご覧ください。

◆応募条件
住民のほか、忠岡町を日本一元気にさせたいと思っ

てくれる小学生以上の個人の方。（プロ・アマは問い

ません）

◆賞及び賞金

最優秀賞1点　賞状・副賞（5万円の商品券）

優秀賞2点　賞状・副賞（1万円相当の地場産品）

【問】忠岡町役場　イメージキャラクター募集担当

T E L O725－22－1122　FAX O725－22－0364

〒595－0805　大阪府泉北郡忠岡町忠岡東卜3JH

「白瓜一小さなまち」忠岡町は、

旧本一碗なまち」に向醇、

霊室慧；‾ご三…
大募集します！

★年　齢…若い

★誕生日…”忠岡町の誕生日日　と同じ

10月1日

★性　格…かわいくてやんちゃ・おてんば、

みんなで一緒にわいわいガヤガヤ

することが好き、好奇心旺盛、負

けず嫌い・目立ちたがり

★特　技…ご近所づきあい

（約18，000人の忠岡住民とお友達）

★好きな言葉『日本一」

◎作　品　募　集

J

◎候補作品の選定

J

◎住民等の投票

J

◎デザイン・愛称の決定

J

◎着ぐるみ人形の披露

萄漆やムページに買社の ��

′†ナ「広苦を据 俤�+X梔�)цｦb�

お申し込みいただく前に、ホームページに掲載しています「忠岡町ホ¶ムペー

ジ広告掲載要領」「忠岡町広告事業掲載基準」及び「ホームページバナー広告掲

載仕様書」の内容をこ確認いただき、「忠同町ホームページ広告掲載申込書」を

タウンロードの上、必要事項を記入し申し込みください。

【間】町長公室自治推進課　℡0725－22－1122

e一mai1tadaokajichisuishin＠town－tadaokaJp

ホームページ　http：／／www．town．tadaoka．osaka．jp／

（3）　No534　201141

4月1日～5月20日

6月下旬

7月1日～15日

8月上旬

11月中旬

バナー広告の様式

サ　イ　ズ ��

横150ピクセル 

画像形式 杯派��･�Tr�

容　　塁 ��

禁止事項 ��
透過GIF 

55，000円 60，000円



請負だより
第1回定例会

大阪広域水道企業団が用水供給事業を開始 

府内42市町村で構成された大阪広域水道企業 

団が、平成23年4月1日から、大阪府水道部に 

代わり、本町を含む42市町村の水道事業者に水 

道用水を提供します。なお、各家庭への給水は 

本町から引き続き行いますo　　　A 

大阪広域水道企業団URL：　Qリ 

http：／／www．WSa＿。Saka．jp／t扇．（¢ 

和田　善三氏　　　是枝　綾子氏

新田　末一氏

（前議員）
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お問い合わせ先

各担当課
℡22－1122

申苗船済みみごすカ、ア

町の福祉医療助成制度、
制　　　度　　　名 ��x������7�������,ﾈ������>�������vR�

乳幼児医療 ����ﾉ���ｸ�8抦ｧxﾕｨ��ｧy��-ﾈ,R�

鞄魯 ��Y,ｨ����?ｹv8髦�9|8�委�WH�ｨ��?ﾈ��*�.h-�?ﾈ��鳬�逢9|9wｾMﾒ�

②所得制限…なし 

③一部自己負担額 

・1医療機関あたり入・通院　各500円／1日（月21］限度） 

・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

【担】すこやか推進課（内253） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�

ひとり親家庭医療費 ����ﾉ���ｲ�・18歳に到達した年度末日までの子とその親の入・通院 

Ⅰ十 【担】すこやか推進課（内253） ��Y^ｨ��彿.ｸ�YX8��彿.ｸ��{ﾉ�X,ﾈ*(,�*(��,iwｸ支�"�

②所得制限 
※児童扶養手当（一部支給）の所得制限を準用 

2人（扶養親族等の数）268万円未満（収入ベース403万円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円／1日（月2日限度） ・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

障害者医療 √－ 【担】いさかい支援課（内202・203） ����ﾉ���ｲ�・1～2級の身体障害者手帳所持者（児） 
・重度の知的障害者（児） 
・中度の知的障害者で、身体障悪者手帳所持者（児） 
・中度以上の知的障害者の入・通院一部負担金 

②所得制限 
※障害基礎年金（全部支給停止）の所得制限を準用 
本人所得462万円1千円以下（単身の場合・収入ベース645万1千円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申言削こより償還払い） 

老　人　医　療 ����ﾉ���ｸ�X�X��･��(�9|8�h�X-�,h.��X彿.ｸ�9|8�h,ﾉ���ｸ�"�（所得制限については、上記それぞれの医療のとおり） 

一部負担金 ��Y<�.壱隲9���ｸ�(��ｫI�X�,ﾉuﾉf姐�-�ｫI�X�,ﾈｫ8�(,���+x.�8ｴ�+�ｭh+x.��
法律に基づく結核、自立支援（精神通院）に関する法律に基づく医療を 

等一部助成 假8*�,H*(.倆(�傀ｩ;��xﾌ���gｹ�ﾈ�;�#S冓ﾈ苓決岑�c)�ﾉ�)���｢�②一部自己負担額 

（65歳以上） ��S��9|8ｴ�ｭh*�+ﾘ.�?ﾈ�Y,ｨ��ｦSS��苓���?ｨ�佇�)?ｨﾌ�7��｢��Y���ｸ�#��ﾈ*�+ﾘ.��9hﾈ餽�%8ﾌ�7逢｣#S��冷�

【担】保　険　課（内221・222） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�
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大
販
府
か
ら
の

権
限
移
譲
に
つ
い
て

現
在
、
大
阪
府
で
は
、
平
成
2
2
年
度
～
2
4

年
度
の
3
年
間
で
、
「
全
市
町
村
に
特
例
市

並
み
の
権
限
移
譲
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

平
成
2
3
年
4
月
か
ら
以
下
の
事
務
を
受
入
れ

ま
す
。
今
後
も
住
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る

よ
う
事
務
の
受
入
れ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
平
成
2
3
年
4
月
か
ら
受
入
れ
》

【
担
・
い
さ
か
い
支
援
課
】

◎
絹
神
障
か
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

◎
社
会
福
祉
事
業
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

開
始
の
届
出
の
受
理
等

【
担
・
生
活
環
境
課
】

◎
騒
音
規
制
法
に
係
る
規
制
基
準
設
定
事
務
等

◎
振
動
規
制
法
に
係
る
規
制
基
準
設
定
事
務
等

◎
悪
臭
防
止
法
に
係
る
規
制
基
準
設
定
事
務
等

◎
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
類
型
の
指
定

◎
深
夜
に
お
け
る
営
業
等
の
制
限
に
係
る
規
制

【
担
・
建
設
課
】

◎
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
の
許

可
等

◎
農
地
転
用
の
許
可
等

◎
都
市
緑
地
法
に
基
づ
く
緑
地
保
全
地
域
、

特
別
緑
地
保
全
地
区
に
関
す
る
事
務

◎
踏
外
駐
車
場
設
置
（
変
更
）
　
の
届
出
の
受

理
等

《
平
成
2
3
年
1
0
月
か
ら
受
入
れ
》

【
担
・
自
治
推
進
課
】

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
等

【
担
・
生
活
環
境
課
】

◎
墓
地
等
の
経
営
許
可
等
の
許
可
業
務

◆
詳
し
く
は
政
策
推
進
担
当
（
各
事
務
に
関

し
て
は
各
担
当
課
ま
で
）



112億5′02 （対前年度比2．1野減

うち一般会計　60億5，190万円（実質ベース2．1％増）

【平成23年度予算の主な施策】

子宮頸がん予防
ワクチン等接種事業

4，339万円

放課後学習指導事業

84万円

イメージキャラクター

創生事業
44万円

携帯・l P電話等発信地

情報通知装置整備事業
307万円

会計別予算額　　　　（単位：千円，％）

会　　計　　名 �23年度 �#)D�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�
予算観A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

一　般　会　計 �6．051．900 塗�C#3��C#���△187．300 ��#8�C��

】（繰上充用金除き） 凵i5，935．930） ��店�ﾃ��8�CS#(�｢�（122′408） ���(�C��｢�

特　別　会　計 �4．844．056 滴�Cスｴ�s��△15．922 ��#��C2�

国民健康保険事業会計 �(�C��h�3##2�2．196．062 ��#�s��C�3��△8．2 

介護保　険会計 ���ﾃ�S��ﾃC���1．100．498 鉄��C����5．4 

後期高齢者医療特別会計 �33h�3#���322．464 ��8�ﾃsCR�4．3 

老人保健会計 ��ﾂ�261 ��##c��皆減 

下水道事業会計 ���33#��CS3��1．229．852 涛��Ccs��7．4 

浜霊園事業会計 ����3cコ�10′841 塔CB�7．8 

企　業　会　計 �354－274 �3度�ﾃ#�2�△42′92g ��#���C��

l水道事業会計 �354．274 �3度�3#�2�△42，929 ��#���C��

全会計合計 �11－250－230 ����CC塗�ﾃ3���△246－151 ��#(�C��

学力向上サポーター
配置事業

126万円

公共施設による
電波障害対策工事
600万円

住民1人当たりの歳出予算額331，284円〔認諾‥慧完壬…諾完）
〔目　的別〕

総　務　費

シヒックセンタ
ーの管理、電算

なとの重用

45．337円

衛　生　費

ごみ収集や処理

などの費用

44．225円

公　債　費

町の借金を返済

するための費用

43，908円

土　木　費

道路や公園など

をつくるための

重用

35．499円

消　防　彙

消防、救急など
住民が安心して
暮らすための重
用

15，742円

そ　の　他

議会責、商工・

労働費、農林水

産責など

15′915円

Ho534　201141（6）

平
成
2
3
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度
当
初
比

3
・
0
％
減
の
6
0
億
5
、
1
9
0
万
円
で
、
繰
上
充
用
金
を
除

い
た
実
質
の
伸
び
率
は
2
・
1
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加
え
た
総
額
は
、
前
年
度

当
初
比
2
・
1
％
減
の
1
1
2
億
5
、
0
2
3
万
円
で
す
。

一
般
会
計
の
増
の
主
た
る
要
因
は
、
投
資
的
経
嚢
に
お
い

て
、
乗
忠
岡
小
学
校
第
3
鉄
筋
校
舎
耐
震
補
強
工
事
の
終
了
に

よ
り
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
と
も
手
当
、
住
民
基
本

台
帳
法
改
正
に
伴
う
既
存
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
事
業
委
託
料
の
増
な
ど
に
よ
り
物
件

費
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
減
の
主
た
る
要
因
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
に
お
い
て
、
医
療
垂
給
付
嚢
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

鼻



町　債　4億1．990万円（6．9％）

府支出金　3位6．276万円（60％）

地方消卓税交付金
1倍7．600万円（2．9％）

その他　地方譲与税ほか

1億1，200万円（18％）

区　　　　分 �23年度 �#)D�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

自 �*ﾈ�����������R�2．239．939 �(�C3���C3�R�△70．376 ��#8�C��分担金負担金 塔(�ﾃ3S2�87．453 ��#X�C����△5．8 

使用料手数料 �����33#��133．456 ��#�X�C�#r�△11，3 
主 財 源 俥���蝌�����?ﾂ�9－834 �#3"�9′602 滴�C�3��C��

害　　附　　金 迭�5 ���0．0 

繰　　入　　金 �3x�CS���41′900 ��#H�3C���△10．5 

諸　　収　　入 鼎C��C����637．707 ��#�ヨﾈ纉��△29．6 

小　　　計 �(ﾈ�3h�C田��3′211′068 ��##sH�3����△8．5 

依 存 財 〉原 �&饑ｸ�yu��R�36．000 �3X�C����1．000 �(�C��

利子割交付金 嶋�C����9．400 ��#S���△5．3 

配当割交付金 �8�CC���4．000 ��#c���△15．0 

株式等譲渡所得 割交付金 ���ﾃs���1．800 ��#����△5．6 

地方消重税 交　付　金 ��sh�ﾄ���173．000 �8�3����1．7 

自動華取得税 交　付　金 ��h�3����16．000 韮�0．0 

地方特例交付金 滴�3����40．000 �3����5．0 

地方交付税 ���CS3��C����1′387′000 ��C8�C����10．3 

交通安全対策 特別交付金 滴�C����4．000 ���0．0 

因庫支出金 鉄�H�C#c��480．756 �38�CS�"�7．0 

府　支　出　金 �3c(�CscB�331．376 �3��C3モ�9．5 

町　　　　　債 鼎���ﾃ����545．800 ��#�#X�C����△23．1 

小　　　計 �8�3��H�3�3"�3．028．132 塔h�C����2，9 

総　合　計 �6．051′900 塗�C#3��C#���△187．300 ��#8�3��

4億4′901万円（7．4％）

使用料・手数料
1億1．833万円（20％）

分担金負担金
8．235万円（14％）

区　　　分 �#9D�7��22年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

人　　件　　費 ���CCc8�C#sb�1．474′455 ��#���ﾃ�s��△0．8 

扶　　助　　轟 涛滴�C#���908，660 塔X�CSS��9．4 

公　　債　　責 塔�(�C��B�783．450 ����3cSB�2．4 

物　　件　　責 ���C3S��ﾃC�b�1－248．190 ���(�C#�b�8．2 

維持補修費 田H�Cs3��66．100 ��#��ﾃ3c��△2．1 

補　助　責　等 ��s��ﾃ��b�176．390 ���Cc#b�0．9 

積　　立　　金 釘�4 ���0．0 

繰　　出　　金 ���C�C��C3�B�1．043．954 ��#8�CcC��△0．3 

貸　　付　　金 塔B�84 ���0．0 

投資及び出資金 ���0 ���0．0 

投資的経轟 �3(�3sc��102．235 ��#c��CCcr�△67．9 

繰上充用金 ���X�C都��425－678 ��#3���Cs���△72．8 

予　　備　　費 冽�*ｳ���10，000 ���0．0 

合　　　計 塗�C�S��C����6．239．200 ��#�ベ�C3���△3，0 

（7）　No534　201141

公債費　8億210万円

（133％）

ア
ミ
部
分
は
自
主
財
濾
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園
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
4
月
か
ら
障
害
年
金
受
給
者
加

算
が
拡
大
さ
れ
ま
す

2
3
年
4
月
施
行
の
　
「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権

利
が
発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や

子
と
も
が
出
来
た
場
合
に
届
出
に

よ
っ
て
、
加
算
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

・
2
3
年
4
月
1
日
以
前
に
、
障
害

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
そ

の
後
に
新
し
く
生
計
を
維
持
す

る
配
偶
者
や
子
ど
も
を
有
し
た

場
合
に
は
、
2
3
年
3
月
引
日
を

基
準
日
と
し
て
加
算
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
2
3
年
4
月
1
日
以
降
、
受
給
権

発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る
配

偶
者
や
子
ど
も
を
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事

実
が
発
生
し
た
時
点
（
婚
姻
、
出

生
等
の
事
実
が
発
生
し
た
日
）

に
お
け
る
生
計
維
持
関
係
を
確

認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
法
律
改
正
に
よ
り
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
の
逆
用
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
子
と
も
が

障
書
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
対
象

で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
2
3
年
4
月
以
降
は
、
児
童
扶

養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て

は
、
年
金
受
給
権
者
と
子
ど
も
の

間
に
生
計
維
持
関
係
が
な
い
も
の

と
し
て
取
扱
い
、
子
加
算
の
対
象

と
し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

★
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
の
問
で
受
給
変
更

が
で
き
る
場
合
…
両
親
の
一
方

が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で

定
め
る
障
害
（
国
民
年
金
ま
た

は
厚
生
年
金
保
険
法
1
級
相

当
）
　
の
状
態
に
あ
る
こ
と
で
、

配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶

養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
で
受
給
変
更
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

★
受
給
変
更
が
で
き
な
い
場
合
＝

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
期
分

介
護
保
険
料
第
1
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
1
0
期
分

納
期
限
は
5
月
2
日
で
す

金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が
で

き
ま
せ
ん
。

※
児
童
扶
養
手
当
関
係
に
つ
い
て

は
、
す
こ
や
か
推
進
課
　
（
℡
2
2

・
1
1
2
2
）
　
ま
で
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
及
び
年
金
支

給
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

年
金
の
保
険
料
及
び
支
給
額
は

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
2
3
年

4
月
か
ら
月
々
の
国
民
年
金
保
険

料
が
8
0
円
引
き
下
げ
ら
れ
、
月
額

1
5
0
2
0
円
（
2
3
年
度
）
　
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
支
給
額
に
つ
い
て

も
2
2
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

の
平
均
が
対
前
年
度
比
変
動
率
マ

イ

ナ

ス

0

・

7

％

と

な

っ

た

こ

と

に
よ
り
、
2
3
年
4
月
分
支
給
額
か

ら
支
給
率
が
0
・
4
％
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
4
月
振
込
分

は
2
月
・
3
月
分
で
す
の
で
、
2
2

年
度
分
で
す
。
こ
の
た
め
、
支
給

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
は
2
3
年

度
分
と
な
る
6
月
支
給
分
　
（
4
月

・
5
月
分
）
　
か
ら
に
な
り
ま
す
の

で
、
振
込
通
知
書
等
て
こ
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
】
役
場
　
保
険
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税

　

　

金

　

【

税

務

課

】

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
か
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
3
年
度
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
計
算
基
礎
に
な
り

ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間
　
4
／
1
髄
～
5
／
3
1
㈹

午
前
9
時
～
午
後
5
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

暮
場
所
　
役
場
税
務
課

｛
必
要
な
も
の
　
印
鑑
と
逆
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

▼
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

平
成
1
9
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅
　
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
　
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行

っ
た
場
合
、
固
定
瞥
産
税
を
減
額

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
等
そ
の
他

の
減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
場

合
や
、
既
に
こ
の
減
額
を
受
け

た
場
合
を
除
き
ま
す
。

◎
要
件

①
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す

る
既
存
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

6
5
歳
以
上
の
方
・
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
・
障
害
者
の
方

②
改
修
工
事
の
費
用
か
ら
各
種
補

助
金
等
を
除
い
て
自
己
負
担
か

3
0
万
円
以
上
の
も
の
。

③
平
成
1
9
年
4
月
1
日
～
平
成
2
5

●

年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
た
以
下
の
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と
。
※
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
勾
配

の
緩
和
・
浴
室
の
改
良
・
便

所
の
改
良
・
手
す
り
の
取
付

け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引

き
戸
へ
の
取
替
え
・
床
表
面

の
滑
り
止
め
化

◎
減
額
範
囲
　
改
修
家
屋
に
か
か

る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

3
分
の
1
。
（
1
0
0
2
m
を
限
度
）

◎
申
請
方
法
　
改
修
後
3
ケ
月
以

内
に
工
事
明
細
書
や
写
真
等
の

関
係
書
類
を
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
現
地
確
認
を
行

い
ま
す
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
・
省
エ
ネ

（
熟
損
失
防
止
）
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
に
つ
い
て

高
齢
者
等
に
係
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
減
免

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
が
困
難
で
あ
る
方
が
次
の
要

件
を
す
へ
て
満
た
し
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己

居
住
用
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
　
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
減

免
し
ま
す
。
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◎
要
件

①
所
有
者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
、
特
別

障
害
者
ま
た
は
6
5
歳
以
上
　
（
1

月
1
日
現
在
）
　
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と
。

②
所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を

一
に
す
る
す
へ
て
の
方
の
前
年

中
の
所
得
金
額
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
で
あ

る
こ
と
。

③
自
己
居
住
用
家
屋
の
延
床
面
積

が
7
0
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
額

が
5
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
減
免
額
　
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
2
分
の
1
相
当
額
を

減
免
し
ま
す
。

◎
申
請
・
間
合
先
　
納
期
限
の
7

日
前
ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
納
付
済
の
税
額
に
つ

い
て
は
還
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て

◆
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
の
方

が
所
有
・
使
用
す
る
場
合

②
身
体
障
害
者
の
方
と
生
計
を
同

じ
に
す
る
人
か
所
有
し
、
も
っ

ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
運
転
を

す
る
場
合

③
生
活
保
護
法
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
が
所
有
・
使
用
す
る
場

合
④
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
3
年

度
よ
り
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る

障
害
の
区
分
・
等
級
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
の
で
一
度
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
　
（
役
場
1
階
税
務
課
に

あ
り
ま
す
）
、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
や
生
活
保
護
証
明
書
等
、

免
許
証
、
車
検
証

★
昨
年
減
免
を
受
け
た
方
は
継
続

申
請
の
み
で
可
（
申
請
書
は
役

場
か
ら
個
別
郵
送
）

★
た
だ
し
、
車
を
買
い
換
え
た
方

は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

★
自
動
車
税
　
（
普
通
車
）
　
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
締
切
R
T
　
5
月
2
4
日
（
火
）

【
間
】
税
務
課

介
護
保
険
【
い
さ
か
い
支
窯
】

▼
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

介
護
保
険
料
の
段
階
が
第
3
段

階
の
人
　
（
世
帯
全
員
が
町
民
税
非

課
税
）
　
で
以
下
の
①
～
④
す
へ
て

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
。

①
世
帯
の
年
間
収
入
が
次
の
額
以
下

世

帯

人

数

　

1

人

…

1

2

0

万

円

2

人

…

1

7

4

万

円

3

人

…

2

2

8

万

円

※
以
降
は
1
人
増
え
る
こ
と
に
5
4

万
円
を
加
算

②
減
免
申
請
者
が
他
の
世
帯
に
屈

す
る
者
の
税
ま
た
は
医
療
保
険

の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
。

③
居
住
用
以
外
の
処
分
可
能
な
土

地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。

④
銀
行
預
金
等
　
（
含
む
国
債
・
地

方
債
）
　
の
元
本
の
合
計
額
が
3

5
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
額
】
申
請
月
か
ら
介
護
保

険
料
第
3
段
階
を
第
2
段
階
の

額
に
減
免

こ
れ
ら
以
外
に
、
災
害
や
世
帯

の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者

の
死
亡
、
失
業
等
で
、
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
、
保
険
料
第

1
～
7
段
階
の
人
は
徴
収
猶
予
や

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
い
き
か
い
支
援
課

こ
　
と
も

▼
平
成
2
3
年
度
忠
岡
町
立
幼
稚
園

の
保
育
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

【
入
園
後
、
幼
稚
園
を
通
じ
て

申
請
が
必
要
で
す
】

1
家
庭
か
ら
、
同
時
に
2
人
以

上
在
園
す
る
場
合
、
第
1
児
は
保

育
料
の
全
額
を
、
第
2
児
以
降
は

保
育
料
の
4
分
の
3
の
額
を
徴
収

さ
せ
て
い
た
た
き
ま
す
。
（
1
0

0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
ま

す）
【
間
】
学
事
課

▼
平
成
2
3
年
度
義
務
教
育
就
学
援

助
申
請
受
付

○
申
請
書
配
布
期
間
～
4
月
2
8
日
（
木
）

・
役
場
教
育
委
員
会
で
配
布
。

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間
　
～
4
月
2
8
日
（
木
）

○
認
定
・
支
給
　
教
育
委
員
会
が

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

★
昨
年
認
定
さ
れ
た
方
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

【
間
】
学
事
課

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
月
額
変
更

月
額
が
2
3
年
4
月
か
ら
変
わ
り

ま
す【児
童
扶
養
手
当
】

（
1
人
目
）

全

部

支

給

　

4

1

7

2

0

円

1

4

1

5

5

0

円

一

部

支

給

　

4

1

7

1

0

円

～

9

8
5
0
円
・
1

4

1

5

4

0

円

～

9

8

1

0

円

（
2
人
目
）
…
5
0
0
0
円

以
後
1
人
増
え
る
こ
と
に

3

0

0

0

円

※
2
人
目
以
降
は
従
来
通
り
で
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

（
1
級
）
　
5
0
7
5
0
円
↓

5

0

5

5

0

円

（
2
級
）
　
3
3
8
0
0
円
↓

3

3

6

7

0

円

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
振
込
み

4
月
期
　
（
平
成
2
2
年
1
2
月
～
平

成
2
3
年
3
月
分
）
　
の
手
当
を
、
大

阪
府
か
ら
4
月
1
1
日
　
（
月
）
　
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
間
】
す
こ
や
か
推
進
課

交
　
　
通
　
【
建
設
課
】

▼
安
全
運
転
者
講
習
会

と
　
き
　
4
月
2
5
日
　
（
月
）

2
6
日
　
（
火
）

（
受
付
　
1
8
時
3
0
分
～
）

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

★
安
全
運
転
講
習
カ
ー
ド
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

★
優
良
運
転
者
表
彰
の
対
象
は
毎

年
1
回
以
上
講
習
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。



【後期高齢者医療制度に関するお知らせ】

平成23年度における保険料について
保険料率は、2年こ■とに設定しています。平成23年度は、平成22年度と同様に被保

険者均等割額49，036円、所得割率9．34％により保険料を算定します。

保　険　料（年額）

（限度額50万円）

保険料の軽減が受けられる場合

①被保険者均等割額の軽減

被保険者均等割額
被保険者1人当たり

49．036円

所　得　割　額

賦課のもととなる

所得金額（注1）×所得割率

9．34％

（注1）所得金額の合計額から基礎控除額33万円を控除した額です。

②所得割額の軽減

所得割額の賦課対象者のうち、所得

世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（49，036　割額算定にかかる所得金額が58万円以

円）が軽減されます。

所得の判定区分 佗侏葵Hﾘr�軽減後の被保険者 均等割額（年額） 

①下欄②に属する被保険者であり、かつ 祷��ｨB�4，903円 
当該世帯の被保険者全員の各所得が0 
円であるとき（ただし、公的年金等控 
除額は80万円として計算する） 

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯 嶋�CXｨB�7，355円 
主）の総所得金額等が基礎控除額（33 
万円）を超えないとき 

③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯 店��ｨB�24，518円 

主）の総所得全額等が【基礎控除額 
（33万円）＋24万5千円×被保険者の 

数（被保険者である世帯主を除く）】 
を超えないとき 

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯 �(����ｨB�39，228円 

主）の総所得金額等が【基礎控除額 
（33万円）＋35万円×被保険者の数】 

を超えないとき 

振り込め詐欺などが多発しています

下（年金収入のみの場合は、その収入

か211万円以下）の方については、所

得割額が一律5割軽減されます。

③会社の健康保険などの被扶養者であっ

た方の保険料の軽減

後期高齢者医療制度に加入する日の

前日において、会社の健康保険や共済

組合、船員保険の被扶養者であった方

は、所得割額は課されず、被保険者均

等割額の9割が軽減されます。

※平成23年度の特別徴収（4月・6月・8月）の

仮徴収は平成21年中の所得で算定します。
また、普通徴収の4月から6月までの仮徴

収は行わず、7月の本徴収から納付してい
ただくことになります。

なお、平成23年度の（特別徴収及び普通

徴収）保険料決定額通知書等は7月上旬に

送付いたします。

や役場保険課に確認の問い合わせをしてください。

【間】
厚生労働省職員や広域連合・市町村職員が銀行の通　◎制度全般に関すること　大阪府後期高齢者医療広域

帳やキャッシュカードを預かったり、ATMを使って　　連合事務局　　　　　　　℡06－4790－2028

還付金の払い戻し等を行うことは絶対にありませんの　◎保険料の納付、その他各種届出に関すること
で、不審な電話・訪問があったときは、まず広域連合　　忠岡町役場健康福祉部保険課　℡0725－22－1122

201141（10）

▼
国
税
専
門
官
募
集

・
受
験
資
格
　
①
昭
和
5
7
年
4
月

2

日

～

平

成

2

年

4

月

1

日

生

ま
れ
の
方
　
②
平
成
2
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
大
学

を
卒
業
及
び
平
成
2
4
年
3
月
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

※
人
事
院
が
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

・
申
込
受
付
　
4
月
1
日
～
1
4
日

（
郵
送
の
場
合
は
4
／
1
4
ま
で

の
消
印
有
効
）

・
第
1
次
試
験
　
6
／
1
2
（
日
）

【
間
】
泉
大
津
税
務
署

℡

3

3

・

5

6

0

1

▼
就
業
支
援
講
習
会

～
母
子
家
庭
の
母
等
へ
～

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

定
　
員
　
2
0
名

期

　

間

　

6

／

1

8

～

8

／

6

毎
土
曜
日
　
（
全
8
回
）

9
時
3
0
分
～
1
5
時
訓
分

受
講
料
　
4
千
円
（
教
材
費
等
）

会
　
場
　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付
期
間
　
4
／
1
8
～
5
／

1
8
　
（
消
印
有
効
）

□
往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込
み

【
間
】
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

℡

0

6

・

6

7

6

2

・

9

4

9

8

▼
管
内
で
自
動
車
荒
しが
発
生
中
！

不
審
に
感
じ
た
ら
1

1

0

番

へ

！

泉

　

大

　

津

　

警

　

察

　

署

泉
大
津
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会



※端数処理の関係上、合計

は一致しない場合があり

ます。詳しくは、町ホー

ムページをこ覧いただく

か企画財政課までお問い

合わせください。

【般A　等卜椴会計等の財政状況】　　　　　　　斬円） 　　　　　　　二′斤庁 

歳入　歳出　若妻　志望伯会計から地方債残高 劔OX������
又の繰入金　　円 ≡空竺一計6，0356，068△33△37　36　7，521若君かま36 

浜i－E園巨事 特別会 一般A計 偖ﾈ����������������������lJ円媒入 51 

石打　　6・028　6・061△32　△36　　　　　7，572 

【公営企業会計等の財政状況】

総収益／総費用純損益資金剰余額／不他会計等か企業債（地方踊左のうち一般全 水道事業会計警十慧（形警）足型警文支）らの臥金現在高計等臥見込額 劔��儷9iﾈ苓�｢�

1巳＝ 特別会 国民健康保険 業勘定特別会 老人保 ���3�c�����3���1　△30　　　　0　　　522　　　9，959　　　6941 剪�

2，003　買1’47讐警）△145134　。。 （歳入） 劔 

特別会計　5（離日（形剥禁）0 後期高齢者医療（歳入） 剴���������������0 ��

特別p会計292（鷲‖（形式讐）717。。 会第窒穿i慧幣（形式讐）3154。 劔0 儷9iﾈ苓ﾄｩ?ﾂ�

0 

【関係する一部事務組合等の財政状況】 

歳入　歳出 （総収益）（総費用） 剏`式収支 （純損益） ��������������������儷9iﾈ苓�｢�����迚�ﾈ檍ﾇi9�*�&饑ｸﾛh,ﾈ�X+��YLｨ橙�

務）bの繰入金 泉州水防事務組合　46　40　6　6　0 大阪府′イせ 劔�0 

札付後期高齢者 広域連合（一般会 大阪府後期高齢者医療広域 （後期高齢者医療特別金言 偖���#SR����#�X������C�������C�������#���0　　　　　　　基金から19首 

）口　755，941 �748・519　7，422　7，42214・357　　0　　　0 劔基金から14，35 7百万円繰入 （百万円） 会計等 旦見込額 ，483 

【第三セクター等の経営状況及び地方公共団体の財政的支援の状況】 　経常損益雲霞孟羞≡慧詣窒≡碧認諾窒若君塁誇窒諸賢深窓孟宗護憲右手 鯛町開発協会1210　01，4831 

将来負担比率実質公債費比率連絡実質赤字比率実質赤字比率

（1日　No534　201141

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
は
お
早
め
に

今
年
の
7
月
2
4
日
正
午
で
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

か
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行

し
ま
す
。
現
在
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
ご
覧
の
方

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

「
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
、
と
う
す
れ
ば
い
い

で
す
か
？
」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
デ
ジ
サ

ボ
ま
で
。

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
℡

0

5

7

0

・

0

7

・

0

1

0

1

（
I
P
電
話
）
℡
0
3
・
4
3
3
4
．
1
1
1
1

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
て
い
な
い
低

所
得
世
帯
に
以
下
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、

（
1
）
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
N
H
K
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

（
2
）
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

〈
申
込
書
（
黄
色
の
封
筒
）
は
、
役
場
1

階
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
置
場
に
あ
り
ま
す
）

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

℡

0

5

7

0

，

0

3

3

8

4

0

0
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

℡

0

5

7

0

●

0

2

3

7

2

4



忠岡中学校卒業証書授与式

▲12以下のU12部門

No534　201141（12）

第5次忠岡町総合計画

総合計画審議会から

町長に答申
計画内客の概要なとについては、広報5

月号に掲載を予定しています。

【審議会資料の閲覧場所】

審議会で配布された資料ならびに会議録は、忠岡町

のホームページ上で公開しているほか、以下の場所で

閲覧できます。〈役場1階情報閲覧コーナー・役場5

階町長公室政策推進担当・図書館〉

▼年長さんが小さい子をリード▲忠岡小学校

▲10歳以下のUlO部門

■
こ
こ
で
校
歌
を
歌
う
の
も

最
後
に
な
り
ま
し
た

ト
先
生
あ
り
が
と
う

私
ら
の
こ
と
…

忘
れ
ん
と
っ
て
や

泉
北
合
唱
祭

す
て
き
な
浴
衣
で

歌
っ
た
よ
■
・
．
＝

【
3
／
5
高
石
市
ア
ブ
ラ
ホ
ー
ル
】

P
慮
遜
」
い
　
越
川
円

公
私
幼
保
　
三
国
交
流

み
ん
な
仲
良
し

【
2
／
2
4

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園
】

・ト
総
合
計
画
審
議
会
増
田
昇
会
長
か
ら

和
田
町
長
に
答
申
（
2
／
2
8
）

【
世
代
間
交
流
事
業
】

と
っ
て
も

柴
し
か
っ
た
よ
！

（
2
／
2
8
）

【
全
園
交
流
事
業
】

よ
う
こ
そ
！

す
て
き
な
お
店
に
〃

（
2
／
2
1
　
東
忠
岡
幼
稚
園
）



「　■■‾‾■▲－－－－－－－

l　忠岡附消真空活相談

l　《相談の受付・問い合わせ》

役場自治推進課

℡22－1122

（電話相談も可能です。）

実施日　毎週火・木曜日　午後1時～4時

相談日は広報紙裏面の行事カレンダーで
ご確認ください。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿‖＿．．＿‖l

姦鶴野ごま讐人権相談のご案内

［常設相談所電話番号〕（全国統一）
ゼ田セロみんなのひやくとうぽん

0570－003－110

●開始　日　4月18E∃（月）

●相談時間　月～金（休日除く）830～1715

●相談内容　人権にかかわる問題
●担当者　人権擁護委員、法務局職員
●問合せ　大阪法務局人権擁護部第三課

℡06－6942－9492

「憲法週間」5月1日～7日

みんなで憲法に掲げられた人権尊重の精神を学

び、その理念の実現を目指すことか大切です。

憲法は、人種・信条・性別・社会的身分などによ 
って差別されないとする法の下の平等、思想及び良 

心の自由、信教の自由、学問の自由、生存権など、多く 
の種類の人権を基本的人権として保障しています。 

（13）　No534　201141

●

ヒ
ッ
ト
ウ
オ
ー
9
－
市
ラ
ン
ナ
ー
と
親
善
交
流

2
月
2
1
日
に
行
わ
れ
た
、
忠
岡
町

国
際
交
流
協
会
（
小
島
保
洋
会
長
）

主
催
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
大
正
琴
の
音
色
と
と
も
に
、
同

協
会
の
会
員
の
み
な
さ
ん
と
親
善
を

深
め
ま
し
た
。

な
お
、
友
好
都
市
ラ
ン
ナ
ー
の
第

1
8
回
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
の

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん

3
時
間
2
4
分
2
8
秒

‥

ネ

イ

サ

ン

・

ジ

ョ

ン

ソ

ン

さ

ん

3
時
間
2
4
分
2
8
秒

（
兄
弟
そ
ろ
っ
て
ゴ
ー
ル
）

・
ス
チ
ー
ブ
ン
・
ノ
ー
ド
ン
さ
ん

2
3
・
9
k
m
地
点
で
リ
タ
イ
ア

憬

1
　
宴
町
の
風
鼠
－

期
　
前
期
　
4
月
2
日
（
土
）
～
4
月
2
4
日
（
日
）

ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

ハ
ン
セ
ン
病
と
は

◆
ら
い
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

◆
仮
に
感
染
し
て
も
発
病
す
る
こ

と
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。

◆
す
ぐ
れ
た
治
瞭
薬
で
治
り
ま
す
。

◆
早
期
に
治
療
す
れ
ば
身
体
に
障

害
が
残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
わ
が
国
に
は
感
染
源
に
な
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
の
変
形
は
後
退
症
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
方

か
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と

な
く
良
好
か
つ
平
穏
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
偏
見
や
差
別

の
な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
か
大
切

で
す
。
　
　
　
　
　
【
人
権
乎
和
室
】

後
期
　
4
月
2
9
日
（
金
・
祝
）
～
5
月
2
9
日
（
日
）

室
町
の
世
で
京
都
五
山
の
禅
僧
た
ち
の
文
雅
の
場
で
生
ま
れ
た
水

墨
画
の
数
々
。
ま
た
、
漢
詩
や
害
の
作
品
。
そ
し
て
、
唐
物
　
（
中
国

の
高
級
美
術
品
）
　
の
名
品
な
ど
、
室
町
人
が
憧
れ
、
こ
よ
な
く
愛
し

た
美
の
世
界
を
存
分
に
紹
介
し
て
ゆ
く
。

《
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

◆
講
演
　
「
青
磁
の
芙
」
　
　
佐
藤
サ
ア
ラ
氏
（
常
盤
山
文
庫
上
席
研
究
員
）

と
　
き
　
4
月
2
3
日
　
（
土
）
　
1
4
時
～
　
定
員
4
0
名

◆
第
2
回
呈
茶
　
「
春
適
の
ひ
と
と
き
」

☆
正
木
久
彦
氏
（
正
木
美
術
館
館
長
）
　
に
よ
る
道
具
立
て
と
談
話
を
お

楽
し
み
い
た
だ
く
。

と
　
き
　
①
4
月
1
0
日
　
（
日
）
　
②
5
月
1
5
日
　
（
日
）

※
各
1
1
時
、
1
3
時
、
1
4
時
　
各
1
0
席
　
※
参
加
費
　
1
0
0
0
円

◆
第
5
回
卓
話

☆
「
床
の
間
の
一
幅
を
変
で
な
が
ら
」

高
橋
　
範
子
氏
（
正
木
美
術
館
主
席
学
芸
員
）

と
　
き
　
4
月
9
日
　
（
土
）
　
1
4
時
～
　
定
員
2
0
名

◆
講
座
　
「
室
町
人
が
憧
れ
た
美
の
世
界
」

高
橋
　
範
子
氏
（
正
木
美
術
館
主
席
学
芸
員
）

5
月
1
日
　
（
日
）
　
1
4
時
～
　
定
員
3
0
名

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
　
　
学
芸
員
に
よ
る
展
示
室
で
の
作
品
解
説

と
　
き
　
4
月
1
7
日
　
（
日
）
・
5
月
2
2
日
　
（
日
）
各
1
4
時
～

◆
印
は
往
復
ハ
ガ
辛
で
受
付
　
（
1
通
2
名
ま
で
）

酬
正
木
美
術
館

〒
5
9
5
－
0
8
1
2
　
大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡
中
2
の
9
の
2
6

T

E

L

O

7

2

5

・

2

1

・

6

0

0

0

　

　

F

A

X

O

7

2

5

・

3

1

・

1

7

7

3

■
開
館
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時
3
0
分
　
（
最
終
入
館
　
1
6
時
）

■
休
館
日
　
水
曜
日
（
但
し
、
5
／
4
（
祝
・
水
）
開
館
・
5
／
6
（
金
）
休
館
）

■
入
館
料
一
般
7
0
0
円
、
高
・
大
学
生
5
0
0
円
、
小
・
中
学
生

3
0
0
円
　
★
団
体
（
2
0
名
以
上
）
　
は
各
1
0
0
円
引
き

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
t
p
＼
＼
m
a
s
a
k
T
弓
t
・
m
u
S
e
u
m
J
p
＼
〕



田の『中小企業

退職金共済制崖』

加入促進補鹿制最

【お問い合わせ】

自治推進課℡22－1122

朋〟〝U几仁　だt〝ざ
関西国際空港情報

★『JAL一ありがとうジャンポー

i n KlX』を開催！

3月に退役したJALのジャンボ機（ボーイング74

7）をテーマとしたJALとのコラボレーションイベ

ントを開催。歴代ジャンボ機の大型模型や当時のポス
ターなどJAL秘蔵の責重な資料を展示するギャラリ
ーやJ ALクルーによるトークショーなど大人も子ど

もも楽しめる様々なイベントをこ用意しております。

日　時　～5月15日（日）※イペントにより異なります

場　所　関空展望ホ【ル「SkY VleVV」

内　容　①「JALジャンボメモリーズギャラリー」

②「ありがとうジャンボm SkyVleWスタンプポイ

ントキャンペーン」

③「集まれスカイキッズl子供飛行機王クイズ選手権」

④「JAL現役パイ0ツトトークショー」

⑤「JALグループ客室乗務員と記念撮影会」
⑥「憧れの客室乗務員のお仕事紹介」
※詳しくはHP（vvwwkansal－alrPOrtOrJP）をご覧

ください。

No534　201141（14）

★
対
　
象
　
『
中
退
共
』
　
に
加
入

（
事
業
主
負
担
）
し
、
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
が
3
0
人
以
下

の
町
内
の
事
業
所

★
交
付
期
間
・
交
付
割
合

事
業
所
が
契
約
し
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
3
年
間
　
（
3
6
ケ

月
）
、
掛
金
の
2
5
％
　
（
1
人

当
た
り
月
額
2
5
0
円
が
限

度
）
　
を
補
助

★
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
納

付
し
た
掛
け
金
の
内
訳
書
を
添

え
て
4
月
1
8
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
（
毎
年
4
月
～

翌
年
3
月
の
1
年
単
位
）

■
申
請
畜
類
は
役
場
5
階
『
自
治

推
進
課
』
　
で
配
布
。

新
規
学
卒
者
を
採
用
さ
れ
た

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

忠
岡
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

委
員
会
（
町
内
企
業
、
忠
岡
町
、

商
工
会
で
構
成
）
　
で
は
、
毎
年
忠

岡
町
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新

規
学
卒
者
に
地
場
産
業
製
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

忠
岡
町
の
企
業
に
新
し
く
社
会
人

と
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
様
を
歓
迎

し
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
実
施

は
該
当
者
把
握
の
関
係
上
5
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

委
員
会
ま
で
企
業
名
、
氏
名
を
ご

連
絡
（
登
録
）
　
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
　
4
月
1
5
日
（
金
）

【
間
】
忠
岡
町
商
工
会

（
激
励
委
員
会
事
務
局
）

T

E

L

　

3

3

・

3

2

0

8

F
A
X
　
3
2
・
4
8
8
0

一
般
家
庭
ご
み
指
定
袋
・
粗
大

ご
み
処
理
券
の
販
売
終
了
店
舗

左
記
の
店
舗
に
つ
い
て
は
、
取

り
扱
い
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
杉
本
書
店
　
　
忠
岡
東
1
－
1
5

・
山
田
屋
洋
品
店忠
岡
南
3
－
6
－
2
5

忠
岡
川
柳
会
（
㌔
れ
」
）
　
鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
会
う
は
別
れ
サ
ヨ
ナ
ラ
だ
け
が
人
生
だ
　
　
　
　
杉
谷
　
晶
三

※
漢
詩
「
勧
酒
」
の
名
訳
そ
っ
く
り
盗
り
と
知
り
つ
つ
敢
え
て
皆
さ
ん
に
共
感
願

え
る
た
め
に
こ
の
句
を
選
び
ま
し
た
。
人
生
の
機
微
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

○

私

か

ら

別

れ

て

く

れ

ぬ

欲

の

虫

　

　

　

　

　

　

　

砂

原

　

久

子

○
冥
土
か
ら
美
い
女
居
る
と
忌
ま
忌
ま
し
　
　
　
　
川
崎
ア
イ
子

○
別
れ
て
も
好
き
な
人
だ
と
言
わ
せ
た
い
　
　
　
　
桐
谷
　
英
樹

○

貧

乏

神

別

れ

た

い

け

ど

す

く

同

居

　

　

　

　

　

　

正

木

　

伸

明

サ
ヨ
ナ
ラ
が
耳
か
ら
入
り
日
か
ら
出
る
　
　
　
　
西
川
　
粋
謡

送
る
会
ほ
っ
と
す
る
人
惜
し
む
入

会
へ
る
時
以
外
は
別
よ
で
も
夫
婦

別
れ
た
い
別
れ
ら
れ
な
い
腐
れ
縁

ド
ラ
は
鳴
る
君
っ
て
呼
ば
れ
て
そ
れ

別
れ
際
思
わ
せ
ぶ
り
を
し
て
み
せ
る

歳
月
を
数
え
て
別
れ
言
い
渋
る

君
と
僕
引
く
に
引
け
な
い
別
れ
劇

味
噌
汁
に
別
れ
た
女
房
の
味
思
う

夢
み
て
る
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
別
れ
方

悩
ま
し
い
会
う
も
別
れ
も
縁
を
い
ま

蛍
雪
に
喜
怒
哀
楽
の
別
れ
知
る

泣
き
笑
い
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
卒
業
日

愛
用
者
迷
い
迷
っ
て
ポ
ロ
に
出
す

年
重
ね
永
久
の
別
れ
ち
ら
ほ
ら
と

握
手
し
て
別
れ
た
人
が
消
え
去
ら
ぬ

岡

川

　

　

衛

藤
田
志
津
恵

勝
又
栄
美
子

っ
き
り
　
　
吉
田
　
光
子

神
山
　
芳
子

山
田
　
興
和

吉
田
　
友
三

上
西
　
洋
治

上
田
　
克
子

西
川
リ
ヨ
子

烏

谷

　

　

猛

橋
口
美
恵
子

大
槻
　
　
緑

上
川
　
睦
男

藤
本
ト
ミ
エ

お
別
れ
に
な
に
や
ら
フ
フ
フ
も
う
悪
女

選

　

　

　

者

5
月
号
題
　
『
口
L
　
4
月
5
日
締
切

6
月
号
題
『
男
』
　
（
も
し
く
は
女
）
5
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
興
味
の
あ
る
方
、
一
度
勉
強
会
に
居
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
究
干
宍
○
凹
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
4
月
1
7
日
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
人



忠
岡
町
句
会

雨
二
日
か
く
も
等
の
芽
育
つ
と
は

長
女
次
女
三
女
揃
ひ
て
雛
飾
る

春
塵
や
使
は
ず
な
り
し
大
辞
典

草
の
芽
や
憎
ま
れ
も
の
と
な
り
ゆ
く
も

着
着
と
草
の
芽
陣
地
広
げ
来
し

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

田
辺
紗
豊
子

竹
中
三
津
子

花
野
　
昭
子

藤
野
　
清
子

老
夫
婦
の
み
と
な
り
た
り
小
さ
さ
雛

今
朝
拭
き
し
上
り
梶
に
春
の
盛

土
く
れ
を
持
ち
上
げ
草
の
芽
の
並
ぶ

い
つ
見
て
も
風
少
し
あ
る
雪
柳

合
格
を
雛
に
も
告
げ
て
祝
ひ
け
り

早
春
の
梢
や
さ
し
く
な
り
に
け
り

咲
き
満
ち
て
ミ
モ
ザ
の
花
の
揺
れ
と
ほ
し

●

松
島
　
信
雄

田
辺
千
鶴
子

高
橋
あ
い
子

奥

野

一

郎

花
野
　
久
子

前
川
　
絹
代

西
村
　
瑞
穂

草
の
芽
の
伸
び
て
広
が
り
疎
ま
る
る

考
へ
の
ま
と
ま
ら
ぬ
ま
ま
摘
草
に

革
の
芽
の
高
低
あ
り
て
土
手
に
生
ふ

雛
飾
り
手
伝
ひ
く
れ
し
子
も
母
に

も
の
の
芽
を
踏
み
た
る
憶
の
尾
を
曳
き
ぬ

西
谷
　
祥
子

金
田
　
芳
子

赤
松
　
朝
子

井
上
久
美
子

櫻
井
恵
美
子

次
回
　
四
月
八
日
　
（
金
）
　
常
然
寺
　
締
切
二
時

兼
題
　
花
御
堂
・
虚
子
忌

㌔
．
＄
．
宅
も
も
も
▼
も
．
し
も
一
℃
．
も
も
も
も
＼
も
i
q
I
も
j
「
㌔
一
環
．
竜
も
．
も
．
滝
▼
．
も
．
「
§
＄
宅
．
宅
．
も
．
滝
も
も
も
t
領
一
§
一
も
も
も
一
§

息
国
後
教
教
竺
茹
皐
　
講
師
佐
沢
邦
子

一
円
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
札
払
い
減
ら
す
つ
も
り
が
ふ
く
ら

む

財

布

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

※
「
た
し
か
一
円
コ
イ
ン
お
財
布
に
入
っ
て
い
た
の
に
、
」
作
者
は
財

布
の
あ
ち
こ
ち
を
捜
さ
れ
た
の
だ
が
見
付
け
ら
れ
な
く
て
、
（
後
ろ

に
並
ん
で
い
る
方
か
お
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
）
慌
て
て
御
札
で

支
払
わ
れ
た
。
そ
し
て
沢
山
の
小
銭
で
財
布
は
膨
ら
み
ま
し
た
。

就
活
に
学
へ
る
人
も
多
か
ら
ん
海
を
は
る
か
の
震
災
安
否

宮
里
　
英
彦

※
本
年
二
月
二
十
二
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
地
誌
に
よ
り
わ
が
国
の
留
学
生
二
十
七
人
も
被
災
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
未
来
を
夢
み
て
一
所
懸
命
に
学
ん
で
お
ら
れ
る

方
達
の
身
の
上
を
気
づ
か
わ
れ
る
作
者
の
思
い
溢
れ
る
短
歌
。

小
さ
き
針
七
に
鳴
っ
た
ら
マ
マ
帰
る
共
働
き
の
男
曾
孫
い

じ

ら

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

※
夜
の
七
時
こ
ろ
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
　
「
マ
マ
」
を
待
ち
わ
び
る
曾

孫
さ
ん
の
様
子
を
愛
情
溢
れ
る
目
差
で
見
つ
め
て
お
ら
れ
る
作
者

の
　
「
出
来
る
こ
と
な
ら
共
働
き
を
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
し
て
上

げ
た
い
の
だ
が
、
」
と
お
心
の
呟
き
も
潜
む
様
な
気
が
す
る
。

軽
ト
ラ
の
荷
台
に
積
ま
れ
し
春
の
陽
を
掻
き
出
す
よ
う
に

風

が

持

ち

去

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

長
き
夜
に
孫
を
た
よ
り
て
糸
ほ
ぐ
し
絆
の
ご
と
く
引
き
つ

引

か

れ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

取
れ
立
て
の
若
布
を
干
せ
ば
た
ち
ま
ち
に
投
網
の
ご
と
く

磯

の

香

の

満

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

亡
き
友
の
著
書
を
閑
き
て
読
み
返
す
石
川
啄
木
に
触
れ
い

る

章

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

き
さ
ら
書
の
雪
の
降
る
な
か
梅
の
花
時
季
を
忘
れ
ず
凛
と

咲

き

い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

通
院
の
バ
ス
よ
り
見
ゆ
る
残
り
雪
並
木
の
上
に
驚
立
つ
こ

と

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

読
経
た
ま
う
若
き
僧
侶
に
声
あ
わ
せ
口
調
っ
た
な
き
般
若

心

経

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

五
風
荘
に
ゴ
ル
フ
仲
間
と
集
う
時
瞬
く
間
に
降
り
雪
見
酒

と

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

孫
か
ら
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
届
き
い
つ
に
な
く
夫

は

満

面

の

笑

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

観
光
の
バ
ス
の
乗
り
降
り
「
ハ
ァ
ー
し
ん
ど
」
　
い
つ
し
か

手

摺

と

友

の

よ

う

な

り

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

病
院
に
白
寿
の
叔
母
を
見
舞
え
り
て
満
面
の
笑
み
に
わ
れ

は

安

堵

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

寒
風
を
浴
む
桜
木
に
飛
び
き
た
る
花
粉
掴
ま
ん
と
枝
の
ば

し

お

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

帰
化
せ
る
も
名
前
を
残
す
李
忠
成
在
日
の
子
ら
に
夢
を
与

う

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

「
お
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
」
一
言
に
せ
っ
せ
と
階
段

板

の

間

を

拭

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

エ
ジ
プ
ト
の
独
裁
政
治
崩
壊
に
そ
の
国
民
の
あ
く
る
歓
声

矢
尾
　
武
四

陽
の
さ
せ
る
反
橋
に
仔
ち
父
し
の
ぶ
天
空
海
闊
な
り
に
し

波

弦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子



岡
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平成23年度　く　すの　き学園

健康でより楽しく、ゆとりと生きがいのある豊かな

日常生活おくりませんか。お気軽にご参加ください。

場　所　文化会館他　　定　員　30名（申込順）

材料代　1500円（申込後の返金はできません）

申込み　4／6～30に参加費を添えて事務所まで

① 店ﾈ���?ｨ�冦��｢�レクリエーション 

② 塗ﾈ��?ｨ���X�｢�季節の家庭料理 

③ 塗ﾈ�9?ｨ�仞��｢�講　演 

④ 塗ﾈ�#9?ｨ�冦��｢�古典の事件簿 

⑤ 塗ﾈ�3�?ｨ�冦��｢�転倒予防体操 

⑥ 度ﾈ��I?ｨ�冦��｢�川柳の楽しみ方 

⑦ 度ﾈ�#�?ｨ���X�｢�講　演 

⑧ 嶋ﾈ紵?ｨ�冦��｢�夏パテ解消クッキング 

十 祷ﾈ纖?ｨ�仞��｢�救急救命講習会 

⑩ 祷��ﾈ���ih��ﾚ��社会見学予定 

⑪ ���ﾈ緤?ｨ�冦��｢�閉校式 

※時間は13ニ30～15ニ30／ただし、②（蓼は10：00～

13：00／⑨は13：00～16：00／⑲未定

本
と
の
出
会
い

新
着
図
書
案
内

《一般書》

う
な
ド
ン
　
南
の
楽
園
に
ょ
ろ
り
旅

青

山

　

　

潤

日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
－
永
　
　
六
輔

ミ

ル

ク

世

紀

　

　

　

　

寄

蘇

　

文

平

音
楽
史
を
変
え
た
五
つ
の
発
明

ハ
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ド
ー
ル

徹
子
ザ
・
ペ
ス
ト
　
　
黒
柳
　
徹
子

子
子
家
庭
の
身
代
金
　
赤
川
　
次
郎

う
か
ら
は
ら
か
ら
　
　
阿
川
佐
和
子

入

室

の

朗

読

会

　

　

　

小

川

　

洋

子

ぼ
く
か
ら
遠
く
離
れ
て
辻
　
　
仁
成

ハ
二
－
ズ
と
八
つ
の
秘
め
こ
と

井
上
　
荒
野

華

欝

な

る

欺

き

　

　

　

新

堂

　

冬

樹

本
臼
は
大
安
な
り
　
　
辻
村
　
深
月

麒

麟

の

巽

　

　

　

　

　

　

東

野

　

圭

吾

ぽ
ん
は
憑
き
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

淡

雪

記

　

　

　

　

　

　

　

馳

　

　

星

周

《
児
童
書
》

楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
ふ
し
ぎ
の
図
鑑

小

　

学

　

館

は
る
の
あ
そ
び
　
　
　
竹
井
　
史
郎

サ
ム
ソ
ン
先
生
の
タ
ジ
ャ
レ
英
語

学
習
帳
　
　
　
よ
し
な
が
こ
う
た
く

く
る
ま
か
し
ま
す
　
　
鈴
木
ま
も
る

工
ラ
の
が
く
げ
い
か
い

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
夕
三
コ

お
に
も
っ
は
い
け
ん
　
梶
山
　
俊
夫

ま
ち
の
い
ぬ
と
い
な
か
の
か
え
る

ジ
ョ
ン
・
J
こ
こ
ユ
ー
ス

ほ
ん
な
ん
て
だ
い
さ
ら
い
－

マ
イ
ケ
ル
・
工
ン
バ
リ
ー

串
か
つ
や
よ
し
こ
さ
ん
　
長
谷
川
義
史

と
こ
か
ら
も
彼
方
に
あ
る
国

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
K
・
ル
・
ク
ィ
ン

★
桜
・
お
花
見
特
集

桜
の
写
真
集
や
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
の
案
内
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

★
野
菜
の
本
特
集

知
る
・
育
て
る
・
食
べ
る
な

ど
、
色
々
な
野
菜
の
本
を
揃
え
ま

した。
★
人
形
劇

5
月
2
1
日
　
（
土
）
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
人
形
劇
が
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
5
月
1
日
　
（
日
）

か
ら
で
す
。

●

男
女
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

春
の
お
も
て
な
し
料
理

と

　

き

　

4

／

2

3

出

1
0
時
～
1
3
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

内
　
容
　
魚
の
ち
り
蒸
し
・
竹
の

子
の
は
さ
み
揚
げ
他

材

料

代

　

7

0

0

円

申
込
み
　
4
／
1
～
1
6
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

※
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き

ま
せ
ん

生
活
セ
ミ
ナ
ー

～
E
M
を
使
っ
て

生
ご
み
減
量
作
戦
～

4

／

6

㈹
ビ
デ
オ
上
映
＆
花
と
ハ
ー
ブ

の
寄
せ
植
え

4
／
1
3
㈱
E
M
ぼ
か
し
作
り
実
習

4
／
2
0
㈹
　
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

4
／
2
7
㈱
食
と
暮
ら
し
の
健
康
に
つ
い
て

9
月
頃
　
社
会
見
学
予
定

（
和
歌
山
方
面
）

じ
か
ん
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
1
階
視
聴
覚
室

定
　
員
　
2
4
名

材

料

代

　

1

2

0

0

円

（
社
会
見
学
費
は
後
日
請
求
）

申

込

み

　

4

／

1

～

3

に

材

料

代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

心
の
セ
ン
ス
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

と
　
き
　
6
／
3
・
1
0
・
1
7
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

（
来
月
号
で
募
集
し
ま
す
）

貰
化
合
能
の
ク
ラ
ブ
に
√

了
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
隼

事
務
所
に
ク
ラ
ブ
案
内
の
チ
ラ

シ
を
置
い
て
い
ま
す
。

文
化
協
芸
現
地
講
座

歴
史
の
街
　
「
堺
」

新
緑
の
庭
園
の
美
を
追
う

と

　

き

　

5

月

1

2

日

㈹

　

9

時

文
化
会
館
前
出
発

（
帰
町
1
7
時
予
定
）

行
　
先
　
堺
（
日
本
庭
園
・
博

物
館
等
）

参

加

費

　

4

0

0

0

円

（
昼
食
代
含
む
）

定
　
員
　
4
0
名
　
（
申
込
順
・
町

内
在
住
の
方
の
み
）

申
　
込
　
4
月
6
日
～
2
4
日
に

参
加
費
を
添
え
て
事
務
所
へ



おもに小学生を中心に活動しています
（一部中学生・小学生以下も対象としています）

※見学申込は保護者同伴で練習場へ

団　　　名 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 剞¥　込　方　法 

少　林　寺　拳　法 ���傅ﾉ�c)�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

由　　　　　　　　宇 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日　19：00～21：00 剽繒K会場へ 

バ　ス　ケ　ッ　ト ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週月曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②忠小体育館 ��h員I�Yvｩ?｣���c����#��c���

忠岡チットシリアス （軟式野球） ��Y,9�ﾈ憖�ﾈﾏh��9��毎週土・日曜日　9：00～17：00 剽繒K会場へ 

サ　　ッ　　カ　　ー �� 刹g田　℡21－5207 
高迫　℡33－4465 

①束小体育館 ��祢h員H憺vｩ?ｨ�����c3���#��c����ｸ�檍�ｨ-ﾈ+ﾘ,ﾒ�9(�8xC#(�｣s3ビ�

剣　　　　　　　　道 ��(傅ﾉ�ﾈ支ｭ��（計毎週金曜日　18：30～21：OD 

③東小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

ソ　フ　ト　テ　ニ　ス ��iVﾈ6Y?���5(�ｸ6r�毎週火・木曜日　19 �����#��c���練習会場へ 

忠　岡　ボ　ー　イ　ズ ��iVﾉ�c(4�8�4X986�9��毎週水曜日　　　16 ����ﾈ�����練習会場へ 

（中学・硬式野球） 剿�T土・日曜日　9 ������

ア　　ジ　　ャ　　タ ��傅ﾉ�c)�ﾈ支ｭ��毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 

スポーツをつうじて
他とからだを鍛えよう！

【お問い合わせ先】

教育委員会
℡22－1122

スポーツをつうして、心と体をリフレッシュI

お気軽にご参加ください

種　　　　目 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 劔�ﾈ��ﾙ���_ｸ��d��

忠小体育館 冑員H憺vｩ?｣���c����#��c���剽繒K会場へ 

少　林　寺　拳　法 ���傅ﾉ�c)�ﾈ支ｭ��（∋毎週火曜日19：00～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-b�
②思小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���dD���#��c���

空　　　手　　　道 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日　19：00～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-b�

剣　　　友　　　会 ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-ﾈ+ﾘ,ﾒ�2忠小本琶 �)h員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���剴衷縺@℡22－7387 

（卦東小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

バ　レ　ー　ボ　ー　ル ��凉�(�(i�ﾈ支ｭ��t�[h嶌檍ｭ佗��:驂｢�①毎週水曜日19：00～21 ②第1・2・3土曜日 第4土曜日13：30～16 凵F00 9：30～ ：30 �ｸ�檍�ｨ-b�

健　　康　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:饑2�毎週水曜日13 毎週金曜日9 �3����R�3��ﾈ�X�X�����30 30 �ｸ�檍�ｨ-b�

ソ　フ　ト　ボ　ー　ル 丿X6��ｸ8�����劔��68��xC#��ﾃ#C���

整　　美　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:驂｢�毎週木曜日　19 ����ﾈ�##��30 �ｸ�檍�ｨ-b�

卓　　　　　　　　球 仂驗ｩ�(晳D�7ｨ�ｸ8��毎週土曜日19 毎週木曜日19 ����ﾈ�##������#��45 45 �ｸ�檍�ｨ-b�

テ　　　　ニ　　　　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�平　日　9：00～17：00 剪�
日・祝10：00～17：00 劍xC3(�ﾃcCcb�

サ　　ッ　　カ　　ー ��*ﾉj�4�8�4X986��t��Y,9�ﾈ憖�ﾈﾏh���①第4土曜日7：00～9：00 ②第1日曜日9：OD～正午 劔8y�ﾈxC3(�ﾃ�ssR�ﾘ)IxxC38�ﾃCCcR�

③東小体育館 �)h員Hｾ�vｩ?ｨ�����c����#��c3��

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ル 侏ｹ&��X�X�X�X�X�X�X�X�X���X､�,X.�����齷u(�｢�劍5��ｸ6x7ｸ�ｸ8ｸ�｢�

ソフトバレーボール �8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��毎週水曜日　19 �����#��00 �ｸ�檍�ｨ-b�

バスケットボール �(�(i�ﾈ支ｭ��毎週金曜日　19 �����#��00 �ｸ�檍�ｨ-b�
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麻しん風しん予防撥健について　保健センター

下記の方が対象となります。接種を希望する保護者の方（接種

を受ける人が既婚者の場合は本人）は、町内医療機関にお申し込
みください。予診票は4月下旬に保健センターより個別通知いた

します。

◆接種対象：（D来年度小学校に入学する幼児

二二二‡ニ

（H17年4月2日～H18年4月1日に生れた人）

②中学1年生相当の年齢の人

（Hl0年4月2日～H11年4月1日に生れた人）

③高校3年生相当の年齢の人
（H5年4月2日～H6年4月1日に生れた人）

◆接種期間：H23年4月1日～H24年3月31日

◆接種方法：下記の医療機関に予診票を持参し、接種を受けてく
ださい。予診票は、4月下旬に保健センターより個別通知を

いたします。予診票がない場合は、保健センター、医療機関

にもおいていますので、来院時に記入していただいても結構

です。ただし、当日記入の場合は、保護者同伴に限ります。

保護者が同伴できない場合は、必ず事前に予診票を記入いた
だき、保護者の自署欄にサインをした予診票をお子さんに持

参させてください。（ただし、中1、高3相当の人のみ）

【ご注意】・費用は無料です。
・母子手帳を忘れずにご持参ください。母子手帳がない場合は、

接種時に医療機関に申し出てください。

接種する人が既婚者の場合は、保護者のサイン、

同伴は必要ありません。

妊娠中の方、妊娠している恐れのある方は接種を

受けることはできません。

接種を受けたあと2ヶ月間は妊娠を避けてください。

接種の際は必ず医療機関にこ予約の上、来院ください。

●麻しん風しん予防接種実施医療機関一覧●

安藤外科整形外科医院　　忠岡束1－39－29　　　℡22－5515

お　く　だ　医　院　　忠岡東1－21－27　　　召F31－0728

中川こともクリニック　　忠岡東2－22－15－13　℡22－1611

広部クリ　ニ　ック　　忠岡東1－40－25　　　℡32－1831

真　　嶋　　医　　院　　忠岡東1－15－17　　　召F32－2481

村　　田　　内　　科　　高月北2－16－34　　　℡46－3700

や　　き　　医　　院　　忠岡東1－7－6　　　℡23－8864

八木レディースクリニック　　忠岡束1－22－39　　　℡20－0312

4月の母子手帳発行分より、

妊婦健診の助成が下記のように変わります。

金額は、3，000円×14回です。

14回の健診費用の助成の他、HTL－Vl抗体検査（ヒトT細

胞白血球ウイルスの有無を検査するもの）にかかる重用2，290

円の助成を追加します。（合計44，290円の助成となります）

・・・・◆役拐の呂種相談◆・・・・・・

【法律相談】4／27挑）13　30～

役場3階交流センター　当日9時から
電話受付（先着6名）※今月は第3水
曜日に変更　自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）
℡22－1122

【人権相談】4／1批k）13　30～15　30

いき力てい支援課横相談室15目陰ほで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】4／21㈹13　30～15　30

いさがい支援課横相談室　直接会場へ

【消臭生活相談】毎週火・木曜日13　00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

5階自治推進課まで

【女性の悩み】4／20梱1330～1600

文化会館3階相談室17日（日）16　00ま▼

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【介護・高齢者福祉】
地域包括支援センター　　　℡32－0294

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別責護老人ホームピープルハウ
ス忠岡内）

転義左右；；二日‾■忘蔓云品蒜1
●なつかしの映画会4／5㈹13．30～

●さくらまつり　　4／8睦）10．30～

●パンパ一会　　　4／12㈹13：30～

●カラオケ会　　　4／19伏）13：30～

☆民謡踊り教室　月・水・金13’30～

☆囲碁・将棋　　火・木　13’00～

☆大正琴　　　　第1・3木10’00～

☆ハワイアンブラクラブ　金　10　30～

乗忠岡老人いこいの家℡22－1567

☆健康体操クラブ　　月　10：00～

☆カラオケクラブ　月～金13：30～

l☆大正琴クラブ　　火　10：00～

受診券は、母子手帳交付時にお渡しします。23年3月31日以前に保健センターにおいて母子手帳を受け取られた

方、転入された方については、現在お持ちの受診券と同じ枚数の受診券を交換いたします。現在お持ちの受診券

をこ持参のうえ、保健センター（2倍）までお越しください。

保健センターまでお越しになれない場合は、郵送にてお送りすることもできますので、保健センターまでお問い

合わせください。℡22－1122（内251～253）

扉ち■や人の鱒靂・倉吉ガ■計′7ます■
保健センターの授乳室に、国際ソロプチミスト寄贈の　　0歳～1歳6ヶ月くらいまでのお子さんの体重・身長

ペピー体重計を設置しています。いつでも気軽にお越し　の測定ができます。お子さんの発育や発達のことでご心

ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配などがあるときは、保健師まで声をおかけください。

No534　201141（18）
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儲　　健

セン9－
役場2線

te122－i122（約258～252）

faxZ2山封述＆

メールアドレス
hokenc＠town－tadaoka．Jp

℡　20十0331

fax20－0335
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）

4
／
1
4
　
（
木
）

1
4
時
～
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
　
（
雨
天
中
止
）

4
／
2
1
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

東
忠
岡
保
育
所

【
予
約
受
付
は
4
／
5
か
ら
】

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

『
ヘ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
を
と

お
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い

ま
す
。5
／
6
・
1
3
　
（
金
）

川
時
～
1
1
時
3
0
分

対

象

…

2

～

4

ケ

月

（

2

回

コ

ース）

【
予
約
受
付
は
4
／
5
か
ら
】

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
・
＼
＼
y
O
r
粁
？
n
e
ご
p

【
予
約
制
の
行
事
】
　
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
子
育
て
広
場

「
こ
い
の
ぼ
り
」
製
作

4
／
1
9
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
4
／
1
1
（
月
）
※
】

▼
4
月
の
お
誕
生
会

4
／
1
5
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時

4
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
受
付
4
／
8
（
金
）
※
】

●

▼
歌
体
操

4
／
2
6
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

4
／
2
6
　
（
火
）
　
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

4
／
2
7
　
（
水
）
　
1
0
時
～

【
予
約
受
付
は
4
／
5
か
ら
】

l
■
■
l
■
】
■
■
■
l
I
t
■
■
■
【
■
■
【
－
■
l
■

★
4
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

▼
栽
培
体
験
フ
ァ
ー
ム

～
収
穫
の
楽
し
み
を
味
わ
う
～

①
園
庭
プ
ラ
ン
タ
ー

4
／
2
2
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時

『
夏
野
菜
を
植
え
て収穫
し
よ
う
』

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
4
／
1
4
（
木
）
※
】

雨
天
2
6
日
（
火
）
に
延
期

②
園
外
の
畑
で
植
え
つ
け

5
／
1
0
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

現
地
集
合
・
解
散
（
詳
し
く
は

申
込
時
に
）

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
受
付
4
／
2
8
（
木
）
※
】

雨
天
5
／
1
7
（
火
）
に
延
期

●
①
・
②
と
も
に
苗
植
え
と
収
穫

の
セ
ッ
ト
企
画
。

（
両
方
参
加
が
必
要
）

※
1
0
時
～
1
3
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
ず

和
泉
保
健
所
だ
よ
り

℡

4

1

・

1

3

4

2

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

4
／
1
9
　
（
火
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

（
要
電
話
予
約
）

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・
相
談

抗
体
検
査

4
／
1
3
・
2
7（水）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

※
電
話
相
談
可

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
　
（
要
電
話
予
約
）

零
L
d

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

4
／
1
2
（
火
）
・
1
8
（
月
）
・
2
5
（
月
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う
（
雨
天
中
止
）

4
／
2
1
（
木
）
・
2
7
（
水
）
1
歳
以
上

川
時
～
1
1
時
3
0
分

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
こ
了
承
く
だ
さ
い
。



≡＝「　4月の行事カレンダート三三

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

⑳役場⑳璧ン夕空⑥児蕊館㊤奈甥い　∴癖 劔���2 

④歪ヲ芦⑳文化会館㊨意青票㊦左甘電工〃　勾月々． 劔�8h�ｸ8ｨ6(7i]ｸﾜB�
●．●p ㊨幣攣竺㊨新浜緑地㊨悪書票⑦腎聖～盲pqqb●㍉ぷ■ 　◆＝予約が必要です。 劔�ﾙ?ﾈ���u3��?�����

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

3 釘�5 澱�7 唐�9 

⑳9：30～ 刧S13：OD～ 俾�����c3����式10：00～ ⑳13：00～ 俾����c�����u3�H�c�����

一般ゴミ㊤ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

10 ����12 ��2�14 ��R�16 
・ポリオ �� 

⑳13：30～ 刧S13：30～ �3�8�c�X����T$4y�ｨ霻�u3�8�c3����⑳1D：DO～ 

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

17 ����19 �#��21 �#"�23 

⑳10：00～ ��（18P） ��田・⑳10：00～ 

◆子育て広場 ��X7ﾈ8ｨ4��◆園庭開放 ��

⑳10：OD～ �3�8�c3����⑳10：00～ �8���u3���c�����

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

24 �#R�26 �#r�28 �#僖�?｢�30 

⑳13：30～ 仆8�u3���c�������ﾉ�ﾉ���u3�8�c3���� ��

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587��r�一般ゴミ⑧ 

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ㊨　馬瀬、北出、高月南、高

月北
一般コミ（診　新浜、忠岡南・中・北・棄

ペット（西側）　南海線西側

ペット（東側〉　南海線素側

転・ピン（西側〉　南海線西側

缶・ピン（東側）・南海緑東側

粗大ごみ申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300

人口18′245人（－23人）

男　8．846人（－11人）

女　9．399人（－12人）

世帯　　7′班0（－3）

≪2011年2月末現在≫

安
心
・
安
全
の
ま
ち

忠

岡

町


